
令和４年 １２月

ＮＯ.１６１

各種行事・訓練

職場の豆知識

「ちいさなこと」

第３師団隊員紹介コーナー

２府４県近畿の旅

京都府「御金神社」
～☆金運上昇のパワースポット☆～

師団集合教育「レンジャー」
～ついに手にした栄光のダイヤモンド～

師団集合教育「レンジャー」
師団格闘集合訓練
１６式機動戦闘車集合訓練
連隊市街地戦闘訓練
陸士特技課程「偵察」教育
方面隊衛生科集合訓練
伊丹市消防局合同特殊災害対応訓練
今津駐屯地創立７０周年記念行事
西宮市立真砂中学校吹奏楽部演奏技術指導

近畿の守り人
３Ｄレディー
ただ今奮闘中
趣味あり〼

表紙写真：師団集合教育「レンジャー」
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隊員・家族からの温かい出迎えを受けて駐屯地へ帰還したレンジャー学生

第
36
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

三
島
１

佐
）
は
12
月
９
日
（
金
）
、
師
団
集
合
教

育
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
帰
還
式
を
実
施
し

た
。本

教
育
は
、
陸
上
自
衛
隊
で
最
も
過
酷

な
教
育
の
一
つ
と
さ
れ
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊

員
と
し
て
必
要
な
資
質
を
涵
養
す
る
と
と

も
に
、
技
能
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
９
月
下
旬
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
度
、
教
育
の
総
仕
上

げ
と
な
る
最
終
想
定
の
任
務
を
完
遂
し
た

第
４
期
師
団
レ
ン
ジ
ャ
ー
戦
闘
隊
の
隊
員

達
が
、
駐
屯
地
の
隊
員
、
家
族
の
温
か
い

出
迎
え
を
受
け
て
伊
丹
駐
屯
地
へ
帰
還
し

た
。帰

還
式
で
は
、
学
生
長
の
磯
田
３
曹
が
、

連
隊
長
に
対
し
て
力
強
く
帰
還
報
告
を
実

施
し
た
。
そ
の
後
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
学
生
は
、

多
く
の
隊
員
・
家
族
が
見
守
る
な
か
、
お

互
い
の
健
闘
を
称
え
合
っ
た
。

12
日
（
月
）
に
は
レ
ン
ジ
ャ
ー
き
章
授

与
式
が
実
施
さ
れ
、
困
難
な
状
況
に
あ
っ

て
も
任
務
を
遂
行
す
る
「
固
い
意
志
」
を

表
す
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
（
硬
い
石
）
を
あ
し

ら
っ
た
レ
ン
ジ
ャ
ー
き
章
が
連
隊
長
か
ら

学
生
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
授
与
さ
れ
た
。

連
隊
長
は
訓
示
に
お
い
て
「
諸
官
の
胸

に
輝
く
レ
ン
ジ
ャ
ー
き
章
は
、
厳
し
い
訓

練
を
乗
り
越
え
た
栄
誉
の
証
で
あ
る
。
今

後
は
本
教
育
間
で
修
得
し
た
技
能
及
び
資

質
に
更
な
る
磨
き
を
か
け
、
各
部
隊
の
戦

力
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
述
べ
た
。

決意表明

記念撮影

師
団
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長

前
野
１
佐
）
を
訓
練
担
任
部
隊
と

し
て
、
令
和
４
年
11
月
21
日
（
月
）
か

ら
令
和
４
年
度
師
団
格
闘
集
合
訓
練
を

実
施
中
で
あ
る
。

本
集
合
訓
練
は
、
各
部
隊
の
格
闘
優

技
者
に
対
し
て
、
指
導
者
と
し
て
の
能

力
を
向
上
さ
せ
、
部
隊
の
格
闘
指
導
官

を
育
成
す
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
る
。

12
月
７
日
（
水
）
に
特
級
検
定
が
実

施
さ
れ
、
受
検
隊
員
は
集
合
訓
練
で
身

に
付
け
た
知
識
と
技
能
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
て
検
定
に
臨
ん
だ
。

検
定
は
、
ミ
ッ
ト
へ
の
打
撃
、
小
銃

を
携
行
し
て
の
受
け
身
、
各
種
関
節
技
、

不
意
急
襲
的
に
攻
撃
す
る
敵
へ
の
対
人

格
闘
な
ど
が
行
わ
れ
、
検
定
官
が
各
隊

員
の
練
度
を
厳
正
に
評
価
・
判
定
し
た
。

検
定
合
格
者
は
、
後
段
の
部
隊
格
闘

指
導
官
認
定
試
験
へ
向
け
た
養
成
訓
練

に
参
加
し
、
更
に
練
度
の
向
上
に
励
む
。

不意急襲的に攻撃する敵への対人格闘

特級検定を受検する隊員関節技が正しく極まっているか厳しく判定

連隊長によるレンジャーき章の授与
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第
３
偵
察
隊
（
隊
長

鷹
田
２
佐
）
は
、
陸
士
特
技
課
程
「
偵

察
」
教
育
を
実
施
し
た
。

本
教
育
は
、
各
普
通
科
連
隊
、
第
３
戦
車
大
隊
、
第
３
偵
察
隊

か
ら
集
ま
っ
た
陸
士
に
対
し
、
斥
候
員
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び

技
能
を
修
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
当
該
特
技
職
に
必
要
な
資
質
を

養
う
目
的
で
行
わ
れ
た
。

教
育
の
前
段
で
斥
候
員
と
し
て
の
基
本
基
礎
を
学
ん
だ
隊
員
は
、

後
段
の
総
合
訓
練
に
お
い
て
、
昼
夜
間
に
わ
た
る
一
連
の
偵
察
活

動
を
実
施
し
た
。
厳
し
い
状
況
に
お
い
て
も
、
隊
員
が
相
互
に
切

磋
琢
磨
し
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
与
え
ら
れ
た
任
務
を
無
事
に
完

遂
し
た
。

第
３
戦
車
大
隊
（
大
隊

長

足
立
２
佐
）
は
、
今

年
度
末
に
新
編
さ
れ
る
第

３
偵
察
戦
闘
大
隊
の
準
備

に
万
全
を
期
す
た
め
、
11

月
初
旬
か
ら
、
第
15
即
応

機
動
連
隊
が
実
施
す
る
16

式
機
動
戦
闘
車
（
Ｍ
Ｃ
Ｖ
）

集
合
訓
練
に
参
加
中
で
あ

る
。
訓
練
の
前
段
で
は
、

Ｍ
Ｃ
Ｖ
の
概
要
説
明
な
ど

基
礎
的
知
識
を
身
に
付
け
、

後
段
で
は
、
各
種
地
形
等

に
お
け
る
昼
夜
間
の
操
縦

練
成
、
実
弾
射
撃
練
成
等

を
行
っ
た
。

第
３
戦
車
大
隊
は
今
後

も
部
隊
新
編
に
係
る
諸
準

備
を
着
実
に
推
進
し
て
い

く
。

整地における操縦訓練

不整地における操縦訓練

射撃訓練

林内における偵察活動はんごう炊飯

偵察命令の下達夜間斥候（偵察地域への前進）

建物内の索敵・掃討

前後左右が連携しながらの組前進

第
36
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長

三
島
１
佐
）
は
、

連
隊
市
街
地
戦
闘
訓
練
を

実
施
し
た
。

訓
練
で
は
、
建
物
へ
の

接
近
に
続
き
、
建
物
内
の

索
敵
・
掃
討
、
負
傷
者
発

生
時
に
お
け
る
第
一
線
救

護
要
領
等
、
一
連
の
行
動

を
強
化
し
た
。
隊
員
は
、

市
街
地
に
お
け
る
基
礎
的

戦
闘
行
動
を
反
復
演
練
し
、

着
実
に
練
度
を
向
上
し
た
。



３ ３ 師 団 だ よ り 第１６１号 令和４年（２０２２年）１２月

第
３
後
方
支
援
連
隊
衛

生
隊
（
隊
長

堀
口
３
佐
）

は
、
12
月
13
日
（
火
）
、

千
僧
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ

た
方
面
隊
衛
生
科
集
合
訓

練
に
参
加
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
衛
生
学

校
で
実
施
し
て
い
る
衛
生

科
技
術
競
技
会
の
形
式
に

よ
り
、
傷
病
者
役
は
隊
員

と
リ
ア
ル
な
模
型
を
併
用

し
て
行
わ
れ
、
隊
員
は
部

隊
の
戦
傷
治
療
能
力
の
向

上
を
図
っ
た
。

今
津
駐
屯
地
（
司
令

足
立
２
佐
）
は
12
月
４
日
（
日
）
、
「
今

津
駐
屯
地
創
立
70
周
年
記
念
行
事
」
を
開
催
し
た
。
記
念
行
事
で

は
、
観
閲
式
、
訓
練
展
示
、
装
備
品
展
示
、
戦
車
体
験
試
乗
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

訓
練
展
示
で
は
複
数
の
戦
車
、
装
甲
車
が
地
響
き
を
立
て
な
が

ら
登
場
、
統
制
の
と
れ
た
戦
車
の
同
時
射
撃
を
披
露
し
て
部
隊
の

精
強
さ
を
示
し
た
。

一
般
の
来
場
者
か
ら
は
「
74
式
戦
車
の
活
躍
が
見
れ
て
嬉
し
い

で
す
」
「
迫
力
が
凄
く
カ
ッ
コ
よ
か
っ
た
で
す
」
等
の
声
が
聞
か

れ
、
記
念
行
事
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

観閲式

訓練展示

パートごとに分かれ演奏指導

フルートの演奏指導

細かな技術指導

第
３
音
楽
隊
（
隊
長

今

井
１
尉
）
は
、
西
宮
市
立
真

砂
中
学
校
（
兵
庫
県
）
に
お

い
て
吹
奏
楽
部
員
59
名
に
対

し
、
演
奏
技
術
指
導
を
行
っ

た
。演

奏
指
導
は
、
パ
ー
ト
ご

と
に
行
わ
れ
、
隊
員
た
ち
は

各
楽
器
の
演
奏
技
術
の
レ
ク

チ
ャ
ー
や
演
奏
間
の
姿
勢
、

練
習
方
法
な
ど
、
細
部
に
わ

た
る
指
導
を
行
い
、
学
生
の

演
奏
技
術
の
向
上
に
貢
献
し

た
。

収容所治療に臨む衛生隊員

第
３
特
殊
武
器
防
護
隊
（
隊
長

泉
２
佐
）
は
12
月
５
日
（
月
）
、

伊
丹
ス
カ
イ
パ
ー
ク
（
兵
庫
県
）
に
お
い
て
「
伊
丹
市
消
防
局
合
同

特
殊
災
害
対
応
訓
練
」
に
参
加
し
た
。

訓
練
は
、
自
衛
隊
、
警
察
及
び
消
防
に
よ
る
共
同
の
特
殊
災
害
対

応
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。
屋
外
で
散
布
さ
れ
た
有

毒
化
学
物
質
の
種
類
を
第
３
特
殊
武
器
防
護
隊
が
速
や
か
に
特
定
し

た
後
、
「
人
員
除
染
」
及
び
「
地
域
除
染
」
な
ど
を
関
係
機
関
と
連

携
し
つ
つ
実
施
し
た
。
本
訓
練
を
通
じ
、
特
殊
災
害
へ
の
対
応
能
力

の
向
上
と
関
係
機
関
と
の
更
な
る
連
携
強
化
を
図
っ
た
。

汚染地域の除染

傷病者への救急処置

汚染地域の標示 現地指揮本部での連携

汚染物質の特定



第
37
連
隊
第
２
中
隊
に
所
属
す
る
相
澤

丈
（
あ

い
ざ
わ

じ
ょ
う
）
３
尉
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

相
澤
３
尉
は
、
神
奈
川
県
出
身
の
24
歳
、
明
る
い

性
格
で
小
隊
を
ま
と
め
る
注
目
の
若
手
幹
部
で
す
。

Ｑ

入
校
時
期
・
期
別
は
。

Ａ

令
和
２
年
３
月
に
一
般
幹
部
候
補
生
と
し
て
入

校
し
ま
し
た
。
期
別
は
20
Ｂ
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
（
動
機
）
は
。

Ａ

人
と
し
て
強
く
な
り
た
い
、
自
衛
隊
を
更
に

精
強
化
し
た
い
、
と
の
想
い
か
ら
幹
部
自
衛
官

に
な
る
意
思
を
固
め
ま
し
た
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
る
か
。

Ａ

小
銃
小
隊
長
と
し
て
隊
員
を
指
揮
し
、
各
種
訓

練
・
服
務
面
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

小
隊
を
統
率
す
る
事
で
す
。
新
し
い
情
報
が
次

々
と
流
れ
て
き
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
苦
労

し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
青
二
才
の
私
で
す
が
、
小

隊
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

Ｑ

幹
部
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
。

Ａ

複
雑
な
内
容
の
こ
と
も
、
私
の
企
図
や
要
望
を

隊
員
が
理
解
し
て
、
必
要
な
準
備
を
自
ら
行
っ
て

く
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
。

Ａ

陸
上
自
衛
隊
と
い
う
大
き
な
組
織
の
中
で
、
求

め
ら
れ
る
自
分
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
以
前
よ
り

強
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

明
る
く
て
面
白
い
37
連
隊
が
大
好
き
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

今
回
は
第
３
特
科
隊
第
２
中
隊
に
所
属
す
る
奥

田

寛
樂
（
お
く
だ

か
ん
が
く
）
陸
士
長
の
趣

味
で
あ
る
「
バ
イ
ク
」
を
紹
介
し
ま
す
。

高
校
３
年
生
の
頃
に
バ
イ
ク
の
免
許
を
取
得
し

て
、
現
在
ま
で
の
ラ
イ
ダ
ー
歴
は
約
３
年
に
な
り

ま
す
。

バ
イ
ク
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
友
人
が
乗
っ

て
い
た
影
響
も
あ
り
ま
す
が
、
一
番
は
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
の
動
画
を
見
て
い
て
バ
イ
ク
の
楽
し
さ
を
知

り
、
自
分
も
始
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
バ
イ
ク

は
車
に
比
べ
る
と
や
や
危
険
な
乗
り
物
で
す
が
、

車
に
は
無
い
楽
し
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
全
身
で
風
を
直
に
感
じ
た
り
、
ツ
ー

リ
ン
グ
を
し
て
い
て
道
の
駅
な
ど
で
休
憩
を
し
て

い
る
と
、
他
府
県
の
バ
イ
ク
乗
り
の
方
と
仲
良
く

な
っ
た
り
と
、
バ
イ
ク
乗
り
の
輪
が
広
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
私
が
バ
イ
ク
を
オ
ス
ス
メ
す
る
ポ

イ
ン
ト
は
、
身
体
を
使
っ
て
バ
イ
ク
を
操
り
、
そ

し
て
風
を
感
じ
な
が

ら
色
々
な
場
所
へ
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
る

こ
と
が
何
よ
り
の
魅

力
だ
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
バ
イ

ク
の
免
許
を
取
っ
て
、

色
々
な
と
こ
ろ
に
行

っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

第３通信大隊第２中隊

陸士長 平澤 早希

今
回
は
、
第
３
通
信
大
隊
第
２
中
隊
に
所
属
す

る
平
澤

早
希
（
ひ
ら
ざ
わ

さ
き
）
士
長
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
平
澤
士
長
は
、
和
歌
山
県

西
牟
婁
郡
出
身
、
令
和
３
年
３
月
に
入
隊
し
、
明

る
く
素
直
で
、
何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
明

朗
活
発
な
隊
員
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

学
生
時
代
に
た
く
さ
ん
の
人
に
助
け
ら
れ
た

経
験
が
あ
り
、
人
の
為
に
な
る
仕
事
が
し
た
い

と
考
え
入
隊
し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

一
人
一
人
が
苦
労
し
た
分
、
通
信
が
繋
が
っ

た
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

Ａ

師
団
通
信
訓
練
で
初
め
て
通
信
手
を
し
た
時

で
す
。
そ
の
際
、
電
波
発
射
等
、
普
段
経
験
で

き
な
い
こ
と
を
教
育
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の

事
を
学
べ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

営
内
班
長
の
福
本
３
曹
で
す
。
女
性
で
あ
り

な
が
ら
部
隊
格
闘
指
導
官
の
特
技
を
保
有
し
、

体
力
検
定
は
１
級
、
服
務
面
で
も
親
身
な
後
輩

指
導
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
と
て
も
尊
敬

し
て
い
ま
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

体
を
動
か
す
こ
と
全
般
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

陸
曹
に
な
り
、
部
隊
で
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

強
い
女
性
自
衛
官
に
な
り
、
第
３
師
団
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

第３特科隊第２中隊

陸士長 奥田 寛樂

第３７普通科連隊第２中隊

３等陸尉 相澤 丈
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自慢の愛車と

献血に協力する若年隊員

福
知
山
駐
屯
地
曹
友
会
は
、
福
知
山
城
や
戦
没
者
等

を
慰
霊
す
る
平
和
墓
地
の
清
掃
等
、
毎
年
、
様
々
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
献
血

運
動
は
昭
和
43
年
か
ら
54
年
間
も
続
く
活
動
で
、
今
ま

で
延
べ
１
４
，
３
６
１
名
の
隊
員
が
約
５
，
８
０
０
リ

ッ
ト
ル
の
献
血
を
行
っ
て
き
た
。

今
回
は
福
知
山
駐
屯
地
曹
友
会
長
の
富
田
曹
長
に
話

を
聞
い
た
。

◇

福
知
山
駐
屯
地
で
は
年
に
数
回
献
血
運
動
を
行
っ
て

お
り
、
隊
員
た
ち
は
業
務
の
合
間
を
縫
っ
て
献
血
に
参

加
し
て
い
る
。

冬
場
は
全
国
的
に
献
血
量
が
少
な
く
な
る
傾
向
に
あ

る
た
め
、
な
る
べ
く
多
く
の
隊
員
が
献
血
に
参
加
で
き

る
よ
う
日
程
を
調
整
し
、
毎
年
年
末
か
ら
年
始
に
か
け

て
「
１
０
０
リ
ッ
ト
ル
献
血
運
動
」
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
運
動
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
９
年
連
続
で
１
回

当
た
り
の
献
血
量
１
０
０
リ
ッ
ト
ル
を
達
成
し
て
お
り
、

曹
友
会
の
地
道
な
声
か
け
と
、
隊
員
た
ち
の
「
社
会
に

貢
献
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
折
り
重
な
っ
た
結
果

が
表
れ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
活
動
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
福
知
山
駐
屯

地
は
「
京
都
府
内
に
お
け
る
最
大
の
献
血
へ
の
協
力
団

体
」
と
認
識
さ
れ
、
平
成
21
年
の
厚
生
労
働
大
臣
を
は

じ
め
、
日
本
赤
十
字
社
な
ど
様
々
な
感
謝
状
を
受
賞
し

て
い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
的
に
血
液
が
不
足

す
る
な
か
、
令
和
３
年
１
月
に
は
１
１
１
リ
ッ
ト
ル
、

12
月
に
は
１
３
０
リ
ッ
ト
ル
も
の
献
血
を
行
い
、
地
元

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
た
。

富
田
曹
長
は
、
本
誌
取
材
の
最
後
に
「
隊
員
一
人
一

人
の
『
何
か
人
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
』
と
い
う
気

持
ち
が
大
切
。
こ
う
い
っ
た
気
風
が
福
知
山
駐
屯
地
の

隊
員
た
ち
全
員
に
広
ま
っ

て
欲
し
い
」
と
語
っ
た
。

◇

今
冬
も
ま
た
「
１
０
０

リ
ッ
ト
ル
献
血
運
動
」
が

行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

福
知
山
駐
屯
地
の
隊
員
た

ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
献
血

運
動
を
通
し
て
「
社
会
と

の
絆
」
を
深
め
て
い
く
。



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

○所 在 地 京都府京都市中京区押西洞院町６１４

○参拝時間 終日可（授与所は10：00～16：00）

〇駐 車 場 なし

鳥居正面

今
回
は
、
京
都
府
京
都
市
に
所
在
す
る
「
御
金
（
み
か
ね
）
神
社
」
を

紹
介
し
ま
す
。
御
金
神
社
は
、
京
都
市
内
中
心
の
二
条
城
や
御
所
に
程

近
い
街
の
中
心
部
に
位
置
し
、
金
属
と
鉱
物
の
守
り
神
で
あ
る
「
金
山

毘
古
命
（
か
な
や
ま
ひ
こ
の
み
こ
と
）
」
を
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

黄
金
に
輝
く
鳥
居
は
京
都
の
老
舗
金
箔
会
社
が
手
掛
け
て
お
り
、
屋

外
で
も
色
褪
せ
る
こ
と
な
く
そ
の
輝
き
を
放
ち
続
け
、
金
運
、
招
福
、

商
売
繁
盛
な
ど
、
金
運
に
ご
利
益
が
あ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

全
国
各
地
や
国
外
か
ら
も
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

境
内
に
あ
る
樹
齢
２
０
０
年
を
超
え
る
御
神
木
の
銀
杏
は
、
京
都
市

内
有
数
の
大
樹
で
、
御
金
神
社
の
授
与
所
に
は
、
ち
り
め
ん
職
人
が
一

つ
一
つ
手
作
業
で
作
る
『
い
ち
ょ
う
守
り
』
『
ぎ
ん
な
ん
守
り
』
な
ど

が
あ
り
、
特
に
金
運
ア
ッ
プ
に
関
す
る
お
守
り
が
と
て
も
人
気
で
す
。

何
か
と
出
費
の
多
く
な
る
年
末
年
始
で
す
が
、
ふ
と
こ
ろ
が
温
ま
る

こ
と
を
信
じ
参
拝
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
訪
れ
る
際
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を

踏
ま
え
、
し
っ
か
り
と
対
策
し
て
訪
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
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２ 金運アップのお守り

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter

第３師団ホームページでは、過去の
３師団だよりや、開催予定イベントの紹介
などを逐次更新しています！
Ｔｗｉｔｔｅｒ（ツイッター）も更新し

ているので、是非遊びに来てくださいね！

ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

ﾏｽｸ着用

【ＱＲコード】

１

２

マメ

「
ち
い
さ
な
こ
と
」

著
：
ジ
ョ
シ
ュ
ア

８
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
職
場
の
マ
メ
知
識
」
も
板
に

つ
い
て
き
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。
今
回
の
挿
絵
は
、
友
人
に

依
頼
し
て
特
別
に
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
モ
デ
ル
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
世
界
で
も
北
海
道
に
し
か
生
息
し
て
い
な
い

「
雪
の
妖
精
」
の
異
名
を
と
る
シ
マ
エ
ナ
ガ
と
い
う
小
鳥
で

す
。
モ
フ
モ
フ
し
て
愛
く
る
し
い
姿

が
今
や
大
人
気
と
な
り
、
様
々
な
グ

ッ
ズ
等
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

雪
の
中
で
活
動
し
て
い
る
た
め
、

足
が
し
も
や
け
や
凍
傷
に
な
ら
な
い

の
か
と
い
う
疑
問
が
ふ
と
頭
を
よ
ぎ

り
ま
し
た
。

寒
冷
地
で
活
動
す
る
鳥
は
素
足
の

ま
ま
水
辺
や
雪
の
上
で
平
気
な
顔
を
し
て
行
動
し
て
い
ま
す
。

ヒ
ト
の
場
合
、
同
じ
こ
と
を
す
れ
ば
た
ち
ま
ち
凍
傷
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
鳥
の

秘
密
を
探
れ
ば
、
我
々
の
冬
季
の
作

戦
行
動
に
お
け
る
凍
傷
予
防
の
新
た

な
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
さ
っ
そ
く
あ
れ
こ
れ
調
べ
た

と
こ
ろ
、
寒
冷
地
に
生
息
す
る
鳥
の

足
は
、
丈
夫
な
皮
膚
に
加
え
「
ワ
ン

ダ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
い
わ
れ
る
動
脈
と
静
脈
が
か
ら
み
あ
う
特

殊
な
構
造
の
血
管
に
よ
っ
て
、
体
温
を
下
げ
ず
、
か
つ
、
凍

傷
に
な
り
に
く
い
そ
う
で
す
。
凍
傷
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

外
気
か
ら
の
影
響
を
受
け
に
く
く
し
て
血
流
を
止
め
な
い
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ヒ
ト
の
場
合
、
外
気
に
触
れ
易
い
手
、
耳
、
鼻
、
頬
な
ど

は
凍
傷
に
か
か
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
通
り
、

凍
傷
防
止
は
、
体
力
を
つ
け
、
適
切

な
装
備
に
身
を
包
み
、
汗
等
で
濡
れ

れ
ば
こ
ま
め
に
交
換
す
る
と
い
っ
た

小
さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね
が
大
切
で

す
。
「
小
さ
な
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
大
き
な
こ
と
は
で
き
な
い
」
こ

れ
は
、
私
が
小
隊
長
だ
っ
た
時
の
連

隊
長
の
言
葉
で
す
。

来
年
も
良
い
一
年
と
な
る
よ
う
に
小
さ
な
こ
と
を
コ
ツ
コ

ツ
と
積
み
重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


